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平成22年度中部森林技術交流発表会
民有林、学校関係を含め25課題が発表される

○ 平成２２年度中部森林技術交流発表会を開催  ………………………… Ｐ２～４
○ 各地からのたより …………………………………………………………… Ｐ５～７
○ 風景紀行「関田山脈」  ………………………………………………………… Ｐ８

主 な 項 目

優秀賞受賞者［国有林部門］（局長・審査委員とともに）

（Ｐ2〜4に関連記事）
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［
指
導
普
及
課
］
二
月
三
日
〜
四
日
、
中
部
森

林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
平
成
二
十�

二
年
度
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
管
内
（
富
山
県
、
長
野

県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
）
の
国
有
林
及
び
民
有

林
の
行
政
機
関
、
大
学
、
高
等
学
校
、
団
体
等

が
、
日
頃
か
ら
取
組
ん
で
い
る
森
林
・
林
業
に

関
す
る
試
験
研
究
、
林
業
体
験
・
ふ
れ
あ
い
活

動
等
の
取
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
、
関
係
者
の

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
更
な
る
森
林
・
林

業
の
推
進
と
こ
れ
ら
成
果
の
普
及
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
森
林
管
理
署
等
国
有
林
関
係
か
ら

十
四
課
題
、
県
等
民
有
林
関
係
等
か
ら
五
課
題

及
び
学
校
関
係
等
か
ら
六
課
題
、
併
せ
て
、
計

二
十
五
課
題
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
冒
頭
に
は
、
城
土
局
長
か
ら
『
一

昨
年
十
二
月
末
に
低
炭
素
社
会
づ
く
り
に
向
け

た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会
へ
」

の
転
換
を
目
指
し
て
、
十
年
後
の
木
材
自
給
率

五
十
％
以
上
を
大
き
な
目
標
と
す
る
「
森
林
･

林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
が
作
成
さ
れ
、
森
林
・
林

業
再
生
元
年
と
し
て
、
森
林
技
術
分
野
に
お
い

て
、
日
本
版
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度
の
創
設
を
は

じ
め
と
す
る
人
材
の
育
成
や
新
た
な
利
用
技
術

に
係
る
研
究
調
査
等
の
普
及
は
、
当
発
表
会
の

開
催
目
的
に
合
致
す
る
も
の
で
、
こ
の
発
表
会

が
民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
、
研
究
・
教
育
機

関
等
と
の
交
流
の
も
と
に
、
今
後
と
も
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
願
う
』
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
国
有
林
関
係
か
ら
、
森
林
整
備
、
自
然
再

生
、
木
材
利
用
、
国
土
保
全
な
ど
幅
広
い
分
野

の
発
表
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
民
有
林
関
係
か

ら
森
林
施
業
、
木
材
利
用
等
技
術
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
民
有
林
関
係
か
ら
木
材
の

利
用
関
連
技
術
、
自
然
再
生
の
発
表
が
あ
り
、

次
い
で
、
飛
騨
高
山
高
校
、
木
曽
青
峰
高
校
、

上
伊
那
農
業
高
校
、
長
野
県
林
業
大
学
校
、
岐

阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
、
信
州
大
学
の

学
生
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勉
学
の
成
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
終
了
後
、
審
査
委
員
を
代
表
し
て
、
名

古
屋
大
学
山
田
容
三
准
教
授
か
ら
各
課
題
に
対

す
る
講
評
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
全
体
と
し

て
「
森
を
見
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、
現

場
の
セ
ン
ス
を
活
か
し
て
積
極
的
に
情
報
発
信

を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
計
画
部
長
か
ら
国
有
林
の
部
の
審

査
結
果
と
し
て
優
秀
賞
三
課
題
が
発
表
さ
れ
、

引
き
続
き
、
学
生
発
表
者
へ
局
長
奨
励
賞
、
民

有
林
発
表
者
へ
林
業
振
興
賞
の
贈
呈
を
行
っ
た

あ
と
、
国
有
林
発
表
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
発
表
者
・
傍
聴
者
等
を
含
め
約

百
八
十
名
の
参
加
者
に
よ
る
盛
大
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
森
林
・
林
業
技
術
の
推

進
と
普
及
に
向
け
、
各
署
等
で
の
技
術
開
発
、

森
林
ふ
れ
あ
い
活
動
、
地
域
と
の
連
携
な
ど
、

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

発
表
者
、
課
題
名
及
び
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
国
有
林
の
部

◎
局
長
賞　

優
秀
賞

・
流
木
等
を
利
用
し
た
吹
付
工
の
一
考
察　
　

　

澤
口
蔦
夫
、
原
浩
美
（
南
信
署
）

・�

北
ア
ル
プ
ス
最
奥
地　

雲
ノ
平
植
生
復
元
活

動
に
つ
い
て　

〜
大
学
・
山
小
屋
と
の
新
た

な
協
力
体
制
〜　

桑
原
優
太
（
富
山
署
）、

下
嶋
聖
（
東
京
農
業
大
学
）　　
　
　

・�
林
建
協
働
に
よ
る
新
規
林
業
参
入
者
技
術
指

導
の
取
組
み　

住
裕
介
（
森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
）

◎
局
長
賞　

努
力
賞

・�

滞
在
自
然
植
生
樹
種
に
よ
る
荒
廃
地
早
期
復

旧
の
取
組
み
に
つ
い
て　

小
林
慶
祐
、
中
里

裕
貴
（
東
信
署
）

・�

希
少
動
植
物
の
管
理
手
法
の
一
考
察　

中
澤

栄
貴
（
北
信
署
）

・�

ヒ
ノ
キ
複
層
林
の
管
理
手
法
の
一
考
察　

百

瀬
厚
、
近
江
隆
昭
、
百
瀬
健
（
中
信
署
）

・�

在
来
種
を
利
用
し
た
法
面
緑
化
（
七
年
経
過

後
の
結
果
取
り
ま
と
め
）
田
中
重
信
（
伊
那

谷
総
合
治
山
事
業
所
）、
笹
井
修
一
（
日
本

植
生
株
式
会
社
）

・�

戸
隠
高
原
の
保
全
と
利
用
の
た
め
の
連
携　

湯
浅
翠
（
北
信
署
）、
丸
之
内
美
恵
子
（
長

野
自
然
環
境
事
務
所
）

・�

校
倉
式
木
製
谷
止
工
の
施
行
に
つ
い
て

　

前
田
秀
則
、
向
澤
大
樹
（
愛
知
所
）

・�

人
工
林
複
層
伐
施
業
に
お
け
る
下
層
木
の
植

栽
密
度
別
生
育
試
験　

高
原
将
樹
（
森
林
技

術
セ
ン
タ
ー
）

・�

愛
知
森
林
管
理
事
務
所
に
お
け
る
シ
カ
防
護

柵
設
置
の
取
組
み
に
つ
い
て　

山
本
武
郎
、

藤
村
桂
（
愛
知
所
）

・�

植
生
マ
ッ
ト
を
使
用
し
た
未
立
木
地
解
消
の

取
組
み　

北
重
太
（
東
濃
署
）

・
カ
ラ
マ
ツ
一
般
材
の
層
積
検
知
に
つ
い
て

　

森
下
佳
宏
（
岐
阜
署
）

・�

松
本
市
奈
川
地
区
に
お
け
る
森
林
整
備
推
進

協
定
に
つ
い
て　

南
坂
博
和
（
中
信
署
）、

千
村
広
道
（
松
本
地
方
事
務
所
）

■
民
有
林
の
部　
（
林
業
振
興
賞
）

・
根
羽
村
に
お
け
る
ト
ー
タ
ル
林
業
の
取
組
み

　

大
久
保
憲
一
（
長
野
県
根
羽
村
）

・�

県
産
材
住
宅
に
お
け
る
木
材
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
に
つ
い
て　

井
出

発表の様子

試
験
研
究
・

林
業
体
験
活
動
等
を
発
表

試
験
研
究
・

林
業
体
験
活
動
等
を
発
表

〜
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
〜
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政
次
（
長
野
県
）、（
信
州
木
材
認
証
製
品
セ

ン
タ
ー
）、（
信
州
大
学
）

・�
高
齢
ヒ
ノ
キ�

イ
チ
イ
二
段
林
に
お
け
る
伝

統
的
工
芸
品
の
原
材
料
と
し
て
の
イ
チ
イ
の

形
状
の
評
価　

渡
邊
仁
志
（
岐
阜
県
森
林
研

究
所
）、
大
洞
智
宏
（
岐
阜
県
モ
ノ
づ
く
り

振
興
課
）、
小
川
晶
子
（
岐
阜
県
高
山
市
）

・�

強
度
の
上
層
間
伐
実
施
林
分
に
お
け
る
気
象

害
発
生
状
況
に
つ
い
て　

近
藤
道
治
、
大
矢

信
次
郎
（
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
）

・�

地
理
空
間
情
報
技
術
を
援
用
し
た
植
生
復
元

事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て　

〜
北
ア
ル
プ

ス
・
雲
ノ
平
を
事
例
と
し
て
〜
下
嶋
聖

（
東
京
農
業
大
学
）

■
学
生
の
部　
（
局
長
奨
励
賞
）

・�

自
分
た
ち
で
つ
く
る
森
づ
く
り　

反
中
良

太
、
松
原
正
哉
（
飛
騨
高
山
高
校
）

・
保
育
園
と
の
交
流
で
始
ま
る
間
伐
材
の
利
用

　

�

浦
野
明
日
香
、
島
崎
志
穂
里
、
楯
な
つ
（
木

曽
青
峰
高
校
）

・�

上
農
高
校
の
森
林
へ
の
取
組
み
と
上
伊
那
地

区
の
鳥
獣
害
に
つ
い
て　

山
川
準
平
、
福
澤

亮
太
、
川
畑
一
樹
（
上
伊
那
農
業
高
校
）

・�

一
歩
先
を
行
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
Ｉ
Ｎ
オ
ー

ス
ト
リ
ア　

古
川
俊
樹
、
菊
原
嘉
晃
、
塚
原

歩
美
（
長
野
県
林
業
大
学
校
）

・�

積
雪
地
帯
に
お
け
る
林
業
経
営
の
可
能
性
を

明
確
に
す
る
手
法
の
検
討　

加
茂
隆
樹　

（
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）

・�

渓
畔
樹
種
の
土
石
流
緩
衝
機
能　

宮
田
賢　

（
信
州
大
学
）

東京農業大学　下嶋さん 長野県林業センター　大矢さん 岐阜県森林研究所　渡邊さん

長野県信州の木振興課　井出さん 長野県根羽村　大久保さん 森林技術センター　住さん

富山署　桑原さん
東京農業大学　下嶋さん

南信署　澤口さん 城土局長　挨拶

民
有
林
の
部　

林
業
振
興
賞

国
有
林
の
部　

局
長
賞　

優
秀
賞

発
表
会
の
一
コ
マ
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木曽青峰高校　楯さん 飛騨高山高校　反中さん

長野県林業大学校　菊原さん　塚原さん 上伊那農業高校　山川さん

信州大学　宮田さん 岐阜県立森林文化アカデミー　加茂さん

講評する名古屋大学山田准教授 審査委員の皆さん

学
生
の
部　

局
長
奨
励
賞

審
査
・
講
評
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岐
阜
県
林
活
議
連
の
勉
強
会
で

�

竹
林
次
長
基
調
講
演

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
二
月
十
三
日
（
月
）、

岐
阜
県
議
会
林
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
の
勉

強
会
に
お
い
て
「
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け

た
国
有
林
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
竹
林
中

部
森
林
管
理
局
次
長
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
調
講
演
は
、
同
議
員
連
盟
会
長
の
早

川
捷
也
議
員
の
依
頼
を
受
け
た
も
の
で
、
竹
林

次
長
の
ほ
か
に
、
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
副

会
長
の
三
島
喜
八
郎
氏
が
基
調
講
演
を
行
い
、

同
議
員
連
盟
会
員
四
十
一
名
中
、
二
十
二
名
の

出
席
に
加
え
、
林
協
会
と
全
木
連
及
び
県
職
員

の
参
加
も
あ
り
総
勢
二
十
八
名
の
方
が
聴
講
し

ま
し
た
。

　

講
演
内
容
は
、
国
有
林
の
位
置
付
け
、
管
理

経
営
の
基
本
方
針
か
ら
始
ま
り
、
日
本
の
森

林
・
林
業
が
抱
え
る
生
産
性
や
木
材
の
安
定
供

給
な
ど
の
、
問
題
点
や
課
題
を
林
業
先
進
国
と

比
較
し
具
体
的
に
説
明
し
、
そ
の
解
決
策
と
し

て
政
府
・
林
野
庁
が
取
り
組
む
「
森
林
・
林
業

再
生
プ
ラ
ン
」
を
進
め
て
、
今
後
十
年
間
で
ド

イ
ツ
並
み
の
路
網
密
度
を
達
成
し
、
集
約
化
を

図
る
こ
と
で
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
安
定
的

に
木
材
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
が
創
出
さ

れ
、
山
村
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
な
ど
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
解
り
や
す
く
説
明
し
ま

し
た
。

　

議
員
か
ら
は
「
民
有
林
と
国
有
林
と
の
森
林

共
同
施
業
団
地
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
進
め
て

も
ら
い
た
い
。」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
有
意

義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
雲
ノ
平
（
標
高
二
、四
〇
〇
〜

二
、七
〇
〇
㍍
）
は
、
富
山
県
南
東
部
の
長
野

県
・
岐
阜
県
の
県
境
に
位
置
し
、
周
囲
を
三
千

㍍
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
北
ア
ル
プ
ス
の
最
奥

地
に
あ
り
ま
す
。
溶
岩
台
地
上
に
形
成
さ
れ
た

雪
田
草
原
に
は
池
塘
が
点
在
し
、
高
山
植
物
の

宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
登
山
道
が
整
備
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
昭
和
四
十
年
代
か
ら
登
山
者

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
植
生
の
踏
み
つ

け
が
あ
り
、
こ
れ
に
雨
水
等
に
よ
る
洗
掘
が
重

な
っ
て
植
生
が
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
箇
所
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
署
で
は
平
成
二
十
年

度
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
大

学
・
山
小
屋
と
協
働
で
「
雲
ノ
平
植
生
復
元
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

三
ヶ
年
計
画
の
当
事
業
は
最
終
年
を
迎
え
、

二
月
十
四
日
〜
十
五
日
に
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
九
月
に
開
催
し
た

現
地
検
討
会
で
の
局
署
職
員
、
東
京
農
業
大

学
、
雲
ノ
平
山
荘
、
環
境
省
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
富

山
県
自
然
保
護
担
当
者
、
富
山
市
担
当
者
（
大

山
総
合
行
政
セ
ン
タ
ー
）
の
ほ
か
、
富
山
市
科

学
博
物
館
の
学
芸
員
を
加
え
た
総
勢
二
十
一
名

で
、
立
山
町
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
吉
峰
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
二
月
三
日
の
中
部
森
林

技
術
交
流
発
表
会
に
お
い
て
「
優
秀
賞
」
を
受

賞
し
た
「
北
ア
ル
プ
ス
最
奥
地　

雲
ノ
平
植
生

復
元
活
動
に
つ
い
て
〜
山
小
屋
・
大
学
と
の
新

た
な
協
力
体
制
〜
」（
当
署
と
東
京
農
業
大
学

の
共
同
発
表
）
を
紹
介
し
、
平
成
二
十
二
年
度

の
植
生
復
元
事
業
報
告
、
三
カ
年
（
平
成
二
十

〜
二
十
二
年
度
）
の
総
括
を
報
告
し
た
の
ち
、

平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
計
画
案
や
、
今
後
各
関
係
機
関
が
で
き
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
後
も
適
宜
に
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
な
お
一
層
相
互
協
力
を
密
に
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
雲
ノ
平
植
生
復
元
活
動
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
富
山
市
（
大
山
総
合
行
政
セ
ン

タ
ー
）
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
関
係
者

や
住
民
な
ど
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

 

［
南
信
署
］
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
一
日
に

信
州
大
学
農
学
部
森
林
科
学
コ
ー
ス
二
年
生
の

三
十
三
人
が
、
講
義
の
一
環
と
し
て
南
信
署
を

訪
れ
、
署
長
と
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
等
が
国
有

林
野
事
業
の
概
要
や
森
林
官
の
業
務
等
に
関
す

る
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
外

で
の
講
義
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
今
回
で
六
回
目
と
な
り
、
学
生
達
の
進

路
選
択
の
参
考
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

国有林の取り組みについて講演する竹林次長

意見交換会の様子

北
ア
ル
プ
ス
最
奥
地　

〜
雲
ノ
平
〜

�

第
二
回
植
生
復
元
意
見
交
換
会
を
開
催

大
学
生
が
森
林
管
理
署
を
訪
問
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��

国
有
林
野
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
こ
の

五
十
年
間
で
立
木
と
製
材
品
の
価
格
変
動
の
落

差
を
示
し
て
、
署
長
か
ら
学
生
へ
向
け
て
林
業

界
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
投
げ
か
け
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

��

森
林
官
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
森
林
官
車
両

や
仕
事
道
具
を
実
際
に
見
て
も
ら
っ
た
後
、
仕

事
風
景
の
ス
ラ
イ
ド
、
新
規
採
用
係
員
の
体
験

談
を
織
り
交
ぜ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
「
今
後
の
進
路
選
択
の
参
考
に

な
る
」「
林
野
庁
に
行
き
た
い
気
持
ち
を
強
く

し
た
」「
公
務
員
は
事
務
中
心
の
イ
メ
ー
ジ

だ
っ
た
の
が
一
挙
に
変
わ
り
ま
し
た
」
な
ど
好

感
を
も
っ
た
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
義
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
約

半
数
が
公
務
員
を
志
望
し
て
お
り
、
う
ち
林
野

庁
を
希
望
し
て
い
る
人
は
三
分
の
一
で
し
た

が
、
進
路
を
ま
だ
決
め
か
ね
て
い
る
者
も
約
二

割
程
度
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
当
署
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、
四
分

の
一
の
人
が
こ
の
日
初
め
て
「
森
林
管
理
署
」

の
存
在
を
知
っ
た
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、
更

な
る
国
有
林
野
事
業
の
Ｐ
Ｒ
等
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

��

ま
た
、
学
生
達
か
ら
「
森
林
官
が
す
ご
く

か
っ
こ
い
い
と
感
じ
た
。」「
国
有
林
を
守
る
こ

と
は
大
変
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が

そ
の
仕
事
に
つ
い
た
ら
本
気
で
森
を
守
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。」
等
の
感
想
も
あ
り
、
学
生

か
ら
刺
激
を
受
け
、
背
筋
を
正
す
気
持
ち
に
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

信
州
大
学
農
学
部
と
は
同
じ
伊
那
市
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
ま
で
も
様
々
な
交
流
等
を
行
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
交
流
を
続
け
、

森
林
林
業
の
再
生
に
向
け
た
人
材
育
成
の
一
助

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
［
岐
阜
署
］
十
二
月
二
十
一
日
に
岐
阜
森
林
管

理
署
署
長
室
に
お
い
て
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
サ
ン
ト
リ
ー
）

と
岐
阜
森
林
管
理
署
が
「
社
会
貢
献
の
森
」
に

よ
る
森
林
整
備
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
は
清
涼
飲
料
の
原
料
と
し
て
大

量
の
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

２
０
０
３
年
よ
り
全
国
に
あ
る
各
工
場
の
水
源

と
な
る
エ
リ
ア
を
対
象
に
「
天
然
水
の
森
」
を

設
定
し
、
地
下
水
を
育
む
力
の
大
き
い
森
を
目

指
し
た
森
林
整
備
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
愛
知
県
犬
山
市
に
あ
る
木
曽
川
工

場
の
水
源
の
一
つ
で
あ
る
飛
騨
川
流
域
の
越
原

国
有
林
（
岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村　

協
定
対

象
面
積
約
三
百
六
十
㌶
）
の
森
林
整
備
を
行
う

こ
と
で
水
の
恩
恵
を
継
続
的
に
受
け
た
い
と
の

サ
ン
ト
リ
ー
の
意
向
に
よ
り
協
定
を
結
ぶ
こ
と

と
し
た
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
水
源
涵
養
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
間
伐
方
法
の
研
究
開
発
、
林
地
残
材
の

森林官の仕事道具について説明

竹内署長の話に聞き入る大学生

スライドを使って森林管理署の業務について説明

森林整備協定の調印（右：中岡署長）
（左：サントリーホールディングス　三枝さん）

社
会
貢
献
の
森
「
天
然
水
の
森

�

ぎ
ふ
東
白
川
」
協
定
調
印
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有
効
利
用
、
渓
畔
林
の
造
成
、
壊
れ
な
い
作
業

路
網
の
整
備
等
を
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
協
定
に
よ
り
「
天
然
水
の
森　

ぎ
ふ
東
白

川
」
と
命
名
さ
れ
た
越
原
国
有
林
は
、
地
元
の

東
白
川
村
も
水
源
と
し
て
重
要
視
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
東
白
川
村
役
場
に
て
村
長
立
会
の
も

と
、「
水
を
育
む
森
作
り
」「
新
技
術
の
研
究
開

発
」「
地
域
貢
献
」「
下

流
へ
の
情
報
発
信
」
の

目
標
を
掲
げ
た
宣
言
書

を
交
わ
し
ま
し
た
。

必
要
な
作
業
を
正
し
い
手
順
で
実
行

［
南
信
署
和
田
森
林
事
務
所
班
］

　

当
森
林
事
務
所
の
国
有
林
は
、
長
野
県
南
部

の
飯
田
市
南
信
濃
（
旧
南
信
濃
村
）
に
所
在
す

る
南
ア
ル
プ
ス
（
赤
石
山
脈
）
南
部
の
西
斜
面

を
中
心
に
、
標
高
約
六
百
〜
三
千
㍍
の
間
に
位

置
す
る
約
八
千
㌶
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
管
内

は
中
央
構
造
線
が
縦
断
し
、
構
造
線
に
沿
っ
て

流
れ
る
遠
山
川
に
沿
っ
た
急
峻
な
地
形
で
あ

り
、
管
轄
面
積
の
約
九
十
四
％
を
天
然
林
が
占

め
、
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
や
南
部
光
岳
生
態

系
保
護
地
域
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
信
州
で
の
山
里
と
い
え
る
地
域
に

あ
り
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
霜
月
祭
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

��

当
森
林
事
務
所
の
現
場
班
は
現
在
二
名
で
隣

接
す
る
上
村
、
豊
丘
、
阿
智
森
林
事
務
所
の
管

内
も
含
め
、
林
野
巡
視
、
境
界
管
理
、
林
道
維

持
な
ど
の
森
林
管
理
保
全
業
務
を
中
心
に
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
信
地
域
は
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
食
害
に
よ
る
被
害
が
深
刻
か
つ
重
大

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
市
町
村
等
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種
の
被
害
防
止
対
策
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
職
員
自
ら
く
く
り
罠
に

よ
る
捕
獲
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

��

現
場
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
毎
朝
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
当
日
の
天
候
や
作
業
内
容
に
応
じ

た
作
業
段
取
り
や
安
全
作
業
の
確
認
を
行
う
と

と
も
に
、
国
有
林
ま
で
の
路
程
が
長
く
、
狭
隘

な
道
路
状
況
を
踏
ま
え
た
安
全
運
転
の
確
認
を

行
い
、
労
働
安
全
や
交
通
事
故
等
の
未
然
防
止

を
念
頭
に
置
い
た
業
務
の
遂
行
に
努
め
て
い
ま

す
。��

こ
れ
か
ら
も
、
必
要
な
作
業
を
正
し
い
手

順
で
実
行
し
、
労
働
災
害
の
な
い
健
康
で
明
る

い
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

一
月
一
日
付

▽�

岐
阜
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
経
営
係
（
岐

阜
署
椹
谷
森
林
事
務
所
）�

田
中　

啓
友

 

二
月
一
日
付

▽�

企
画
調
整
室
監
査
係
長
（
総
務
部
経
理
課
企

画
係
）�

羽
生
田　

久
男

◆
新
規
採
用
者

 

二
月
一
日
付

〈
Ⅱ
種
採
用
〉

▽
中
信
森
林
管
理
署
治
山
課
治
山
第
一
係

�

安
藤　

成
章

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

３
月
12
日��

名
古
屋
事
務
所

人
の
う

ご
き

目
的
達
成
の
た
め
の
宣
言
書

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

くくりワナの設置作業
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北信森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

70

しろ うま だけ

関田山脈関田山脈関田山脈

風景紀行

関
田
山
脈
と
「
信
越
ト
レ
イ
ル
」

 

［
北
信
署
］
飯
山
市
の
北
西
部
、
長
野
・
新
潟

両
県
に
跨
る
「
関
田
山
脈
」
は
、
斑
尾
山
か
ら

天
水
山
ま
で
の
標
高
千
㍍
前
後
の
山
並
み
が
約

八
十
㌔
㍍
に
わ
た
っ
て
連
な
り
、
斑
尾
高
原
、

な
べ
く
ら
高
原
、
光
ヶ
原
高
原
や
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
混
生
地
と
し
て
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
黒
岩

山
」
な
ど
の
山
々
を
擁
す
る
ブ
ナ
林
を
主
体
と

し
た
里
山
で
す
。

　

日
本
海
か
ら
約
三
十
㌔
㍍
の
こ
の
山
脈
は
、
火

山
活
動
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
山
地
で
、
山
脈
の
上

部
は
い
く
つ
も
の
池
沼
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
一
帯
は
全
国
で
も
有
数
な
豪
雪
地
で
、
山
脈

上
部
で
は
積
雪
が
七
㍍
に
も
及
び
ま
す
。

　

こ
の
山
脈
に
は
、
昔
か
ら
集
落
毎
に
十
六
も

の
峠
が
あ
り
、
県
境
を
越
え
て
の
生
活
や
文
化

の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
越
後
か
ら
塩
、
魚

な
ど
の
海
産
物
、
信
濃
か
ら
和
紙
や
菜
種
油
な

ど
が
送
ら
れ
人
々
の
生
活
に
深
い
関
わ
り
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。
古
く
は
親
鸞
聖
人
の
布
教

の
道
、
上
杉
謙
信
の
信
濃
攻
め
の
道
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
い
る
峠
も
あ
り
ま
す
。

　

山
脈
上
部
の
森
林
は
、
そ
の
殆
ど
が
国
有
林

で
、
長
野
県
側
は
当
署
が
、
新
潟
県
側
は
上
越

森
林
管
理
署
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
半

は
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
天
然
林
で
、
な
か
で
も

長
野
県
側
の
鍋
倉
山
麓
に
は
、「
森
太
郎
」、

「
森
姫
」
を
は
じ
め
と
す
る
樹
齢
三
百
年
以
上

の
ブ
ナ
が
林
立
す
る
森
林
が
あ
り
、
そ
の
中
で

約
二
十
一
㌶
を
平
成
二
年
に
全
国
で
初
め
て

「
郷
土
の
森
」
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
斑
尾
、
茶
屋
池
、
野
々
海
池
と
い
っ
た
風

光
明
媚
な
場
所
も
あ
り
、
風
致
探
勝
林
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。
新
緑
の
芽
吹
き
や
紅
葉
の

頃
の
湖
沼
に
映
え
る
ブ
ナ
林
は
ひ
と
き
わ
美
し

い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

六
月
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
カ
タ
ク
リ
、
オ

オ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
植
物
が
咲
き
始
め
、
鍋
倉

山
周
辺
だ
け
に
生
育
す
る
ナ
ベ
ク
ラ
ザ
ゼ
ン
ソ

ウ
も
こ
の
時
期
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

こ
の
山
脈
に
は
、
尾
根
沿
い
に
総
延
長
八
十

㌔
㍍
に
も
及
ぶ
日
本
初
の
歩
く
ト
レ
イ
ル
「
信

越
ト
レ
イ
ル
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
田

山
脈
の
自
然
や
地
域
の
文
化
、
歴
史
に
触
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
長
野
・
新
潟
両
県
の
関

係
市
町
村
、
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
設
置
し
ま

し
た
。
平
成
十
六
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
信
越

ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
中
心
に
ル
ー
ト
の
本
格

的
な
整
備
が
始
ま
り
、
構
想
か
ら
八
年
目
の
平

成
二
十
年
九
月
に
全
線
開
通
し
、
現
在
に
至
り

ま
す
。

　

関
田
山
脈
に
は
全
く
道
が
な
か
っ
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
遊

歩
道
や
国
有
林
内
の
管
理
歩
道
、
あ
る
い
は
林

道
を
活
用
す
る
形
で
整
備
が
行
わ
れ
、
ト
レ
イ

ル
が
徐
々
に
延
び
て
い
き
ま
し
た
。�

　

国
有
林
部
分
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、「
関

田
ト
レ
イ
ル
」
と
位
置
付
け
、
前
者
と
協
定
を

結
び
、
維
持
・
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

全
線
開
通
を
機
に
、
ト
レ
イ
ル
を
利
用
し
て

の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
で
の
自
然
環
境
教

育
も
年
々
増
え
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は
、
延

べ
三
万
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

　

ト
レ
イ
ル
道
は
、
道
標
や
案
内
板
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
毎
年
、
刈
払
い
な
ど
の
整

備
も
さ
れ
歩
き
易
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
山
頂
を
目
指
す
登

山
と
は
違
う
「
山
歩
き
」
を
味
わ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
ア
ク
セ
ス
方
法

▼
マ
イ
カ
ー

　

上
信
越
自
動
車
道
豊
田
飯
山
イ
ン
タ
ー　
　

　

か
ら
約
三
十
分
〜
九
十
分
（
国
道
一
一　
　

　

七
号
線
経
由
各
峠
ま
で
）

▼
Ｊ
Ｒ
及
び
公
共
交
通
機
関

　

飯
山
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約
三
十
分
〜　
　

　

�

九
十
分
（
国
道
一
一
七
号
線
経
由
各
峠
ま

で
）

信越トレイルの利用者

関田山脈（鍋倉山）遠望

ブナの紅葉に染まる野々海池


